
平成３０年第３回七戸町議会定例会

会 議 録

──────────────────────────────────────

平成３０年８月２９日七戸町告示第６１号で、平成３０年第３回七戸町議会定例会を９

月１１日上北郡七戸町議会議事堂に招集する。

──────────────────────────────────────

平成３０年 ９月１１日 午前１０時００分 開会

平成３０年 ９月２０日 午後 ０時０１分 閉会

──────────────────────────────────────

○応召議員（１６名）

議 長 １６番 田 嶋 輝 雄 君 副議長 １５番 三 上 正 二 君

１番 二ツ森 英 樹 君 ２番 小 坂 義 貞 君

３番 澤 田 公 勇 君 ４番 哘 清 悦 君

５番 岡 村 茂 雄 君 ６番 附 田 俊 仁 君

７番 佐々木 寿 夫 君 ８番 瀬 川 左 一 君

９番 盛 田 惠津子 君 １０番 田 嶋 弘 一 君

１１番 松 本 祐 一 君 １２番 田 島 政 義 君

１３番 中 村 正 彦 君 １４番 白 石 洋 君

──────────────────────────────────────

○不応召議員（０名）

──────────────────────────────────────

○町長提出案件

議案第７８号 七戸町まちづくり基本条例の制定について

議案第７９号 七戸町文化村設置条例の一部を改正する条例について

議案第８０号 七戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について

議案第８１号 七戸町過疎地域自立促進計画の変更について

議案第６９号 平成３０年度七戸町一般会計補正予算（第４号）

議案第７０号 平成３０年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第７１号 平成３０年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第７２号 平成３０年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第７３号 平成３０年度七戸町霊園事業特別会計補正予算（第１号）

議案第７４号 平成３０年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７５号 平成３０年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７６号 平成３０年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）



決算審査特別委員会審査報告

議案第７７号 平成２９年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について

報告第２１号 平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について

○議員提出案件

発議第 ６号 日本政府が核兵器禁止条約に署名し国会が批准することを求める意見書

の提出について

発議第 ７号 早急な水道民営化を推し進める水道法改正案の成立に反対する意見書の

提出について

発議第 ８号 学校施設への冷房等空調設備の設置促進を求める意見書の提出について

議員派遣について

─────────────────────────────────────

○その他

会議録署名議員の指名について

会期の決定について

諸般の報告について
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平成３０年第３回七戸町議会定例会

会議録（第１号）

平成３０年９月１１日（火） 午前１０時００分 開会

──────────────────────────────────────

○議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第２ 会期の決定について

日程第３ 諸般の報告について

日程第４ 提出議案一括上程

「議案第７８号七戸町まちづくり基本条例の制定について」から「報告第

２１号平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について」までの１３議案、１報告を一括上程

（町長提案理由説明）

日程第５ 決算審査特別委員会設置について

──────────────────────────────────────

○本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

──────────────────────────────────────

○出席議員（１６名）

議 長 １６番 田 嶋 輝 雄 君 副議長 １５番 三 上 正 二 君

１番 二ツ森 英 樹 君 ２番 小 坂 義 貞 君

３番 澤 田 公 勇 君 ４番 哘 清 悦 君

５番 岡 村 茂 雄 君 ６番 附 田 俊 仁 君

７番 佐々木 寿 夫 君 ８番 瀬 川 左 一 君

９番 盛 田 惠津子 君 １０番 田 嶋 弘 一 君

１１番 松 本 祐 一 君 １２番 田 島 政 義 君

１３番 中 村 正 彦 君 １４番 白 石 洋 君

──────────────────────────────────────

○欠席議員（０名）

──────────────────────────────────────

○説明のため会議に出席した者の職氏名

町 長 小 又 勉 君 副 町 長 似 鳥 和 彦 君

支 所 長
総 務 課 長 高 坂 信 一 君 加 藤 司 君

(兼庶務課長)

企画調整課長 中 野 昭 弘 君 財 政 課 長 金 見 勝 弘 君
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地 域 お こ し 会 計 管 理 者
田 嶋 邦 貴 君 田 嶋 史 洋 君

総合戦略課長 (兼会計課長)

税 務 課 長 附 田 敬 吾 君 町 民 課 長 天 間 孝 栄 君

社会生活課長
小 山 彦 逸 君 健康福祉課長 氣 田 雅 之 君

(兼城南児童館長)

商工観光課長 附 田 良 亮 君 農 林 課 長 鳥谷部 勉 君

建 設 課 長 仁 和 圭 昭 君 上下水道課長 原 田 秋 夫 君

教 育 長 附 田 道 大 君 学 務 課 長 八 幡 博 光 君

生涯学習課長 鳥谷部 慎一郎 君 世界遺産対策室長 甲 田 美喜雄 君

中央公民館長
(兼南公民館長・ 髙 田 浩 一 君 農業委員会会長 天 間 俊 一 君
中央図書館長）

農業委員会事務局長 髙 田 博 範 君 代表監査委員 野 田 幸 子 君

監査委員事務局長 原 子 保 幸 君 選挙管理委員会委員長 新 舘 文 夫 君

選挙管理委員会事務局長 天 間 孝 栄 君

──────────────────────────────────────

○職務のため会議に出席した事務局職員

事 務 局 長 原 子 保 幸 君 事 務 局 次 長 中 村 孝 司 君

──────────────────────────────────────

○会議録署名議員

９ 番 盛 田 惠津子 君 １０番 田 嶋 弘 一 君

──────────────────────────────────────

○会議を傍聴した者（２名）

──────────────────────────────────────

○会議の経過
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開会 午前１０時００分

○開会宣告

○議長（田嶋輝雄君） 改めて、皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しております。

したがいまして、平成３０年第３回七戸町議会定例会は成立いたしました。

ただいまから、平成３０年第３回七戸町議会定例会を開会いたします。

──────────────────────────────────────

○開議宣告

○議長（田嶋輝雄君） これより、本日の会議を開きます。

本日の議事日程及び本定例会における説明員は、お手元に配付したとおりであります。

──────────────────────────────────────

○日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（田嶋輝雄君） 日程第１ 会議録署名議員の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、９番盛田惠津子君と１０番田嶋

弘一君を指名します。

──────────────────────────────────────

○日程第２ 会期の決定について

○議長（田嶋輝雄君） 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。

初めに、議会運営委員長から報告を求めます。

議会運営委員長。

○議会運営委員長（瀬川左一君） 皆さん、おはようございます。

議会運営委員会、委員長報告をいたします。

去る８月２９日告示、本日招集されました平成３０年第３回七戸町議会定例会の会期に

ついて、先般８月２９日、午前１０時から議会運営委員会を開催し、審査した結果、お手

元に配付いたしましたとおり、本日９月１１日から９月２０日までの１０日間を会期とす

ることに決定いたしました。

本日は、議案等の一括上程、決算審査特別委員会の設置及び同委員会の正副委員長の互

選を行います。１２日及び１５日から１８日まで、議案調査並びに閉庁日のため、休会と

します。１３日は一般質問、１４日と１９日は決算審査特別委員会を行いますが、運営方

法については皆様のお手元に配付のとおり、議会運営委員会で取りまとめさせていただき

ましたので、御参考にしてください。最終日の２０日は、議案第７７号を除く今回上程さ

れております全議案について、審議を行うことにしております。また、最終日に発議３

件、議員派遣１件が提案されておりますので、よろしくお願いいたします。

以上のとおり、進行してまいりたいと思いますので、何とぞ議員各位の御理解と御協力

を賜り、当委員会の決定に御賛同くださいますようお願い申し上げまして、委員長報告と
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いたします。

○議長（田嶋輝雄君） お諮りします。

本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長の報告のとおり、本日から９月２０日まで

の１０日間としたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（田嶋輝雄君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１０日間に決定いたし

ました。

議長において作成いたしました会期日程及び議事日程は、お手元に配付いたしたとおり

であります。

──────────────────────────────────────

○日程第３ 諸般の報告について

○議長（田嶋輝雄君） 日程第３ 諸般の報告についてを行います。

議長の諸般の報告につきましては、お手元に配付いたしておりますので、御了承願いま

す。

次に、本日まで受理いたしました陳情書等につきましては、別紙配付の陳情等文書表の

とおりです。

──────────────────────────────────────

○日程第４ 提出議案一括上程

○議長（田嶋輝雄君） 日程第４ 議案第７８号七戸町まちづくり基本条例の制定につい

てから、報告第２１号平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比

率の報告についてまでの、１３議案、１報告を一括上程いたします。

町長から提出議案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（小又 勉君） おはようございます。

本日ここに、議員各位の御参集をいただき、平成３０年第３回七戸町議会定例会が開会

されるに当たり、提出いたしました議案について、その概要を御説明申し上げます前に、

一般報告をさせていただきます。

まず、ユネスコの世界遺産登録についてですが、７月１９日、文化庁文化審議会世界文

化遺産部会が開催され、本町の史跡二ツ森貝塚を含む北海道・北東北の縄文遺跡群が推薦

候補に選定されました。これまで御協力やお力添えをいただいた地域住民を初め、関係団

体の皆様に感謝申し上げます。今後も、関係団体と一層連携を図り、世界遺産登録に向け

て取り組んでまいりますので、引き続き議員各位の御理解と御協力を賜りますよう、お願

い申し上げます。

次に、町の主要作物である水稲の生育状況についてですが、６月、７月に低温、日照不
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足に見舞われた時期がありましたが、７月下旬以降、天候が良好に推移し、８月３１日に

東北農政局から公表された８月１５日現在における作柄概況は、南部・下北地区はやや良

と見込まれたところです。今後は、県及び農協、農業関係団体等と連携を密にして、良質

米確保に向けた適期刈り取りなど、管理・技術指導を徹底してまいりたいと考えておりま

す。

３月議会定例会で校名を決定していただきました、天間林小学校についてですが、平成

３１年４月の開校に向け、着々と準備が進んでおります。現在のところ、校章・校歌につ

いては、近々決定される見込みであり、１０月号の広報、ホームページで周知いたしま

す。

そのほか、教育目標や教育課程、ＰＴＡ関係等については、素案の作成中であり、来年

２月に決定する予定となっております。

次に、９月７日、国際交流事業の一環として、台湾高雄市の明華國民中学校長を初め、

中学校関係者、大人３６名の受け入れ事業を実施しました。台湾からの来町者は「しちの

へ秋まつり」への参加や、町内での農家民泊を体験するなど、町民と交流を図りました。

来年度は２回目となる中学生台湾派遣事業を計画しておりますが、中学生の交流事業とあ

わせて経済交流も図り、町の活性化が図られるよう展開してまいりたいと考えておりま

す。

最後に、七戸地区盛年式の対象年齢ですが、昨年度までの対象年齢を７０歳としていま

したが、今年度から７５歳としました。年齢引き上げについて、議員各位への十分な説明

のないまま実施したことについて、改めておわび申し上げます。

それでは、本定例会に提出いたしました議案の概要について御説明申し上げます。

議案第７８号七戸町まちづくり基本条例の制定については、今後の地方分権社会におい

て、地方自治の本旨に基づく町制運営及びまちづくりをするため、七戸町の最高規範とな

る七戸町まちづくり基本条例の制定について提案するものです。

議案第７９号七戸町文化村設置条例の一部を改正する条例については、七戸町文化村に

おいて、駐車場整備工事等により施設に変更が生じたことから、所要の改正を行うため提

案するものです。

議案第８０号七戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例については、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正

する省令の交付に伴い、同令の改正内容に準じて所要の改正を行う必要があることから、

提案するものです。

議案第８１号七戸町過疎地域自立促進計画の変更については、七戸町過疎地域自立促進

計画の取り組み内容及び事業費の変更が必要となったことから、過疎地域自立促進特別措

置法第６条第７項の規定に基づき提案するものです。

議案第６９号平成３０年度七戸町一般会計補正予算(第４号)については、歳入歳出予算

の総額に３億３,６４４万４,０００円を追加し、予算総額を９７億６,１４９万５,０００
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円とするものです。

歳入の主なものは、町税に１億７,１０１万４,０００円、地方交付税に１億１,８３１

万７,０００円、県支出金に８８８万２,０００円、繰入金に４,３８０万８,０００円、町

債に３,１７０万円を追加し、国庫支出金から４,３９９万５,０００円を減額するもので

す。

歳出の主なものは、総務費に３,０１３万９,０００円、民生費に３,３５８万１,０００

円、商工費に２,１６７万５,０００円、土木費に１億９,９４５万４,０００円、教育費に

１億２３０万７,０００円、諸支出金に１,６０４万円を追加し、消防費から７,９６１万

５,０００円を減額するものです。

今回の補正の主な内容は、歳入では町税の課税額の確定による増額、新体育館建設事業

の地質調査に係る町債の増額、普通交付税の確定に伴う増額となっております。

一方、歳出では、例年当初予算編成において歳入不足を補うため、９月補正としている

除雪費や、燃料費等の冬期経費を追加するものです。

議案第７０号平成３０年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算(第２号)については、

歳入歳出予算の総額から２９万７,０００円を減額し、予算総額を２０億１,４４４万１,

０００円とするものです。

歳入は、県支出金に２７万円、財産収入に１,０００円を追加し、繰入金から５６万８,

０００円を減額するものです。

歳出は、諸支出金に２０３万３,０００円を追加し、総務費から２９万７,０００円、基

金積立金から２０３万３,０００円を減額するものです。

議案第７１号平成３０年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に３０６万８,０００円を追加し、予算総額を３億７,９７９万

２,０００円とするものです。

歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料に１２４万３,０００円、繰越金に８８万１,

０００円、諸収入に９１万８,０００円を追加するものです。

歳出の主なものは、総務費に９４万４,０００円、後期高齢者医療広域連合納付金に２

１２万１,０００円を追加するものです。

議案第７２号平成３０年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、歳

入歳出予算の総額に９,２７２万２,０００円を追加し、予算総額を２４億８,６０８万１,

０００円とするものです。

歳入の主なものは、保険料に１,８０４万円、繰入金に１,７１０万円、繰越金に５,７

２９万３,０００円を追加するものです。

歳出は、保険給付費に１０万円、諸支出金に９,２６２万２,０００円を追加するもので

す。

議案第７３号平成３０年度七戸町霊園事業特別会計補正予算（第１号）については、歳

入歳出予算の総額に１万２,０００円を追加し、予算総額を２３１万３,０００円とするも
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のです。

歳入は、繰越金に１万２,０００円を追加し、歳出は、総務費に１万２,０００円を追加

するものです。

議案第７４号平成３０年度七戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

は、歳入歳出予算の総額に１,４３２万３,０００円を追加し、予算総額を４億４,５３１

万５,０００円とするものです。

歳入は、繰入金に１,４１２万２,０００円、繰越金に２０万１,０００円を追加するも

のです。

歳出は、総務費に８２万８,０００円、事業費に１,３４９万５,０００円を追加するも

のです。

議案第７５号平成３０年度七戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につい

ては、歳入歳出予算の総額に５２万７,０００円を追加し、予算総額を６,１７３万５,０

００円とするものです。

歳入は、繰入金に３８万２,０００円、繰越金に１４万５,０００円を追加し、歳出は、

総務費に５２万７,０００円を追加するものです。

議案第７６号平成３０年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）については、収益的

支出の営業費用に２１２万７,０００円を追加し、水道事業費用の総額を３億１,５１４万

９,０００円とするものです。

また、資本的収入及び支出について、資本的収入の工事負担金に２,９６７万９,０００

円を追加し、資本的収入の総額を１億２,６４８万円とし、資本的支出の建設改良費に７

２８万２,０００円を追加し、資本的支出の総額を３億４５５万７,０００円とするもので

す。

議案第７７号平成２９年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定については、平成２９年度

の七戸町各会計歳入歳出決算について、地方自治法及び地方公営企業法の規定に基づき、

議会の認定に付するものです。

なお、主要施策の成果概要については、決算書に報告書として記載しておりますので、

御審議の参考にしていただきたいと思います。

報告第２１号平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告については、平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき報告するものです。

以上が、本定例会に提出いたしました議案でありますので、議員各位には慎重審議の

上、御賛同賜りますようお願い申し上げます。

○議長（田嶋輝雄君） これをもって、提案理由の説明を終わります。

──────────────────────────────────────

○日程第５ 決算審査特別委員会設置について

○議長（田嶋輝雄君） 日程第５ 決算審査特別委員会設置について。
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初めに、平成２９年度各会計歳入歳出決算の概要について、会計管理者より説明を求め

ます。

会計管理者。

○会計管理者（田嶋史洋君） おはようございます。

ただいまから、平成２９年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算の概要について、

御説明いたします。

各会計に共通しますが、予算額、決算額については、前年度からの繰越明許費を含んだ

ものとなっております。

それでは最初に、一般会計について説明いたします。

予算総額は１１０億２,３８５万１,０００円であります。

歳入決算額は１０１億３,８９５万５,７０７円で、予算額に対する収入率は９１.９７

％、調定額に対しての収入率は９１.７４％で、収入未済額は９億２８８万８,２７４円と

なっております。

その内訳は、町税８,６３０万８,４１４円、分担金及び負担金４９万７,２００円、使

用料及び手数料９７万６,６８０円、国庫支出金６,３５４万４,０００円、県支出金２３

０万円、諸収入３億３,７９６万１,９８０円、町債４億１,１３０万円でございます。

一方、歳出決算額は１００億１,６１３万３,５０６円で、予算額に対して執行率は９

０.８６％、不用額１億７,６３７万５,４９４円を生じております。

このことから、一般会計決算歳入歳出差引残額は１億２,２８２万２,２０１円で、この

残額から平成３０年度への繰越明許費繰越額１,６２３万８,０００円を控除した実質収支

額は１億６５８万４,２０１円となります。

この額から条例に基づき９,６００万円を基金へ繰り入れし、残額の１,０５８万４,２

０１円が平成３０年度への繰越金となります。

次に、国民健康保険特別会計について説明いたします。

予算総額は２３億５,７６０万５,０００円であります。

歳入決算額は２３億１,９３４万８４７円で、予算額に対する収入率は９８.３８％、調

定額に対しての収入率は９６.２％で、収入未済額は８,６４３万８,９５３円となりまし

て、その内訳は国保税でございます。

一方、歳出決算額は２３億６２万５,１８８円で、予算額に対し執行率は９７.５８％、

不用額５,６９７万９,８１２円を生じております。

このことから、国民健康保険特別会計決算は、歳入歳出差引残額は１,８７１万５,６５

９円となり、全額を基金へ繰り入れするものであります。

次に、後期高齢者医療特別会計について説明いたします。

予算総額は３億８,１５１万８,０００円であります。

歳入決算額は３億８,１７５万８,７６１円で、予算額に対する収入率は１００.０６

％、調定額に対しての収入率は９９.８８％で、収入未済額は４６万３,４００円となりま
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して、その内訳は保険料でございます。

一方、歳出決算額は３億８,０８７万６,５２８円で、予算額に対し執行率は９９.８３

％、不用額６４万１,４７２円を生じております。

このことから、後期高齢者医療特別会計決算歳入歳出差引残額は８８万２,２３３円

で、これは平成３０年度への繰越金となります。

次に、介護保険特別会計について説明いたします。

予算総額は２４億９,５２８万２,０００円であります。

歳入決算額は２５億１,５５４万３,０８３円で、予算額に対する収入率は１００.８１

％、調定額に対しての収入率は９９.６２％で、収入未済額は６４８万１,０２２円となり

まして、その内訳は保険料でございます。

一方、歳出決算額は２４億８４万８,１１７円で、予算額に対し執行率は９６.２２％、

不用額９,４４３万３,８８３円を生じております。

このことから、介護保険特別会計決算歳入歳出差引残額は１億１,４６９万４,９６６円

となり、この額から条例に基づき５,７４０万円を基金へ繰り入れし、残額の５,７２９万

４,９６６円が平成３０年度への繰越金となります。

次に、介護サービス特別会計について説明いたします。

予算総額は５４２万１,０００円であります。歳入決算額は５５４万８,２６２円で、予

算額に対する収入率は１０２.３５％、調定額に対しての収入率は１００％で、収入未済

額はございません。

一方、歳出決算額は４２５万５,８９６円で、予算額に対し執行率は７８.５１％、不用

額１１６万５,１０４円を生じております。

このことから、介護サービス事業特別会計決算歳入歳出差引残額は１２９万２,３６６

円となり、全額を基金へ繰り入れするものであります。

次に、七戸霊園事業特別会計について説明いたします。

予算総額は２５６万４,０００円であります。

歳入決算額は２５６万６,００１円で、予算額に対する収入率は１００.０８％、調定額

に対しての収入率は１００％で、収入未済額はありません。

一方、歳出決算額は２５５万２,１４６円で、予算額に対し執行率は９９.５４％、不用

額１万１,８５４円を生じております。

このことから、七戸霊園事業特別会計決算歳入歳出差引残額は１万３,８５５円とな

り、全額が平成３０年度への繰越金となります。

次に、公共下水道事業特別会計について説明いたします。

予算総額は４億３,１０１万２,０００円であります。

歳入決算額は４億３,１１１万４,８０６円で、予算額に対する収入率は１００.０２

％、調定額に対しての収入率は９８.４９％で、収入未済額は１０７万４,０８２円となっ

ております。
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その内訳は、分担金及び負担金５１万５,０００円、使用料５５万９,０８２円でござい

ます。

一方、歳出決算額は４億３,０８１万３,３１５円で、予算額に対し執行率は９９.９５

％、不用額１９万８,６８５円を生じております。

このことから、公共下水道事業特別会計決算歳入歳出差引残額は３０万１,４９１円と

なり、全額が平成３０年度への繰越金となります。

最後に、農業集落排水事業特別会計について説明いたします。

予算総額は６,５１６万４,０００円であります。

歳入決算額は６,５１７万３２９円で、予算額に対する収入率は１００.０１％、調定額

に対しての収入率は９５.９０％で、収入未済額は５万５,６２８円となっております。

その内訳は、分担金及び負担金５万２,０００円、使用料３,６２８円でございます。

一方、歳出決算額は６,５０１万４,６００円で、予算額に対し執行率は９９.７７％、

不用額１４万９,４００円を生じております。

このことから、農業集落排水事業特別会計決算歳入歳出差引残額は１５万５,７２９円

となり、全額が平成３０年度への繰越金となります。

以上のとおり、平成２９年度一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の概要説明を終わり

ます。

御審議の上、認定いただきますようお願い申し上げます。

○議長（田嶋輝雄君） 次に、平成２９年度水道事業会計決算の概要について、上下水道

課長より説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（原田秋夫君） おはようございます。

ただいまから、平成２９年度七戸町水道事業決算の概要について御説明いたします。

最初に、水道の普及状況でありますが、給水人口は１万５,７７５人で、前年度に比べ

１５９人減少となりました。

給水契約件数は７,５５４件で、前年度に比べ２０件増加し、給水普及率は９８.８％

で、前年度に比べ０.１％の減少となりました。

次に、年間有収水量ですが１５８万９１１立米で、前年度に比べ１万３,４６３立米減

少し、１日当たりの最大配水量は７,７９４立米で、前年度に比べ１１５立米の減少とな

り、１日当たりの平均配水量も６,５００立米で、前年度に比べ２００立米の減少となり

ました。有収率は前年度に比べ１.４ポイント増加して６６.６％となりました。

次に、工事関係では、計量法の規定による検定満期に達した１,２９７カ所のメーター

交換を行いました。

老朽管更新事業等におきましては、ライフライン機能強化事業及び道路改良工事関連に

よる整備で、５地区２,２７１メートルの布設がえを実施しております。

なお、これらの工事に伴い、実施した石綿セメント管の布設がえ延長は１,３７９メー
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トルで、残り延長は４万７,４３９メートルとなっております。

次に、会計の状況につきまして、消費税抜きの数値で御説明いたします。

収益的収入及び支出では、収益的収入合計額は３億１,８２０万３,５１１円で、前年度

と比較し８１２万８,９３７円の減収となっており、給水収益では１３０万１,０１１円の

減収となりました。

主な収入といたしましては、給水収益が２億６,５９７万２,７８８円で、収入総額の８

３.５８％を占め、長期前受金戻入が４,３２１万２３７円で、収入総額の１３.５８％を

占めています。

次に、収益的支出合計額は２億５,５８５万５,８０５円で、前年度と比較し１,９１６

万３,４３０円の減となりました。

主な支出といたしましては、企業債利息が２,３１６万８,２８７円、職員給与費が４,

３１６万６,４６５円、水質検査及び検針業務、浄水場管理業務等の委託料が２,０５９万

７,１４８円、減価償却費が１億３,６６７万１,４９１円でございます。

これにより、平成２９年度七戸町水道事業におきましては、収益的収入総額３億１,８

２０万３,５１１円、収益的支出総額２億５,５８５万５,８０５円となり、差引純利益が

６,２３４万７,７０６円となりました。

次に、資本的収入及び支出では、資本的収入合計額は８,５４０万９,６８０円、支出合

計額は２億３,２２４万７,３９３円であります。

収入では、ライフライン機能強化等国庫補助金が、２,９１２万３,０００円、老朽管更

新事業に伴う企業債借入金が５,０００万円、他会計負担金が６２８万６,６８０円であり

ます。

支出では、企業債元金償還金が５,２３２万８,２９３円、検定満期に伴う水道メーター

交換工事費等が４,６０２万９,１００円、老朽管更新工事費等が１億３,３８９万円でご

ざいます。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、消費税込みで１億６,１１９万２,

７１３円であり、これを損益勘定留保資金から３,９３６万９,５０９円、減債積立金から

５,０００万円、建設改良積立金から６,０００万円、消費税資本的収支調整額から１,１

８２万３,２０４円で補填しております。

以上で、平成２９年度七戸町水道事業決算の概要について、説明を終わります。

○議長（田嶋輝雄君） 次に、平成２９年度七戸町各会計決算審査意見書並びに平成２９

年度財政健全化審査意見書及び経営健全化審査意見書について、監査委員より報告を求め

ます。

代表監査委員。

○代表監査委員（野田幸子君） おはようございます。

平成２９年度七戸町各会計決算審査意見書について、御報告申し上げます。

お手元に配付しております、平成２９年度七戸町歳入歳出決算書の２１ページをお開き



－ 12 －

いただきたいと思います。

審査の対象は、平成２９年度一般会計、各特別会計、水道事業会計、各会計実質収支に

関する調書及び財産に関する調書の１１項目でございます。

審査は、平成３０年７月２３日から７月３１日までの、土日を除く７日間実施いたしま

した。

審査に当たりましては、町長より提出された決算書等の書類と、会計管理者及び水道事

業管理者が保管する関係諸帳簿、諸書類との照合、関係責任者からの説明を聴取するな

ど、書類等が適切に作成しているのか審査いたしました。

その結果、審査に付された各決算は、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算

の執行については、議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理さ

れているものと認めました。

財政運営において重要な自主財源である町税、国民健康保険税及び税外収入に係る不納

欠損処理については、今後ともに適正な対応を望みます。

また、現年課税分の収入未済額については、町税、国民健康保険税及び税外収入に減少

の傾向が見受けられますが、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向上させて収入

未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応を望みます。

以下、２２ページから３７ページまでの説明は省略させていただきますが、各会計の前

年度との比較及び詳細について、それぞれ資料を掲載しておりますので、後ほどごらんい

ただきたいと思います。

以上、平成２９年度決算審査意見書についての御報告を終わります。

次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定に基づき、財政健全化審査意見

書及び経営健全化審査意見書について、御報告をいたします。

お手元に配付しております報告第２１号平成２９年度決算に基づく七戸町の健全化判断

比率及び資金不足比率の報告についての１ページ目と２ページ目をごらんいただきたいと

思います。

審査の対象は、平成２９年度実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負担比率並びに資金不足比率の５項目及びその算定の基礎となる事項を記載した書類であ

ります。

審査は、平成３０年７月２７日に実施いたしました。

審査の概要ですが、町長から提出された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算

定の基礎となる事項を記載した書類が、適正に作成されているかどうかを主眼として実施

いたしました。

その結果、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、収支がいずれも黒字

であること、また、実質公債費比率及び将来負担比率は、早期健全化基準をそれぞれ下

回っている内容となっております。

ただし、前年度と比較しますと実質公債費比率は減少しておりますが、将来負担比率は
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上昇しておりますので、今後その財政運営健全化へ向けた計画的で、なおかつ優先順位を

反映させた運営計画が必要になっていくと思われます。

また、審査に付された書類は、いずれも適正に作成されているものと認めました。

以上、平成２９年度財政健全化審査意見書及び平成２９年度経営健全化審査意見書につ

いての御報告といたします。

どうぞ、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。

○議長（田嶋輝雄君） これをもって、決算の概要説明並びに審査意見書の報告を終わり

ます。

本件については、９月１９日までの審査期限とする議長を除く全議員をもって構成する

決算審査特別委員会を設置し、審査付託したいと思います。

これに、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（田嶋輝雄君） 御異議なしと認めます。

したがいまして、本件については、９月１９日を審査期限とする、議長を除く全議員を

もって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定しま

した。

──────────────────────────────────────

○散会宣告

○議長（田嶋輝雄君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

なお、決算審査特別委員会を、本日の定例会終了後、直ちに招集いたしますので、この

まま御着席願います。

なお、９月１３日の本会議は、午前１０時に再開します。

本席から告知します。

９月１３日の一般質問の順序をお知らせします。

１番目は７番の佐々木寿夫君、２番目は１番の二ツ森英樹君、３番目は４番の哘清悦君

となります。

本日は、これで散会します。

大変お疲れさまでした。

散会 午前１０時４８分


